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う凝集沈澱に於ける訴訟題”

（主ヒして学理学的肉題廟〔について）

助教授　　斜　　保　　蟹　　仁

50me　P跨Oble了ng　Reg、父pd厭9切

加eCOa⑳！a七loγしP鴇cesse£，

Ass七．　P痴f，・ N側hl加謄「a狽bG．

　近麟太蝉水揚・新鋭踊水場の建譲が相）竣ぎ、上承適施設が凝衆と強化さ

湘て行く華ぱ喜びに甜老ない所遜あるが、残怠な事に岐乏の設計の墓憲的

弓両題について岐、理論釣・実験的研究によリ理解・解朗がな遡れたヒ云

うにぱ程選く、，　むhe　r）ωe　Of　もh嚇の　　による煎が乏の犬半左占め

て居るのではこなかろうかと．老え！うれる。

　丁々が水雑化の凌置・洋ノ｝丸二二；の毅計＆行激絃んとする際．固題てなる

鎌穴の四馬，或る螢置の勧阜芝ζ藺雄に多め挺定賦衆ない事にあφので顧な

からうか。　例へぼ戴、丁丁の浄水、三帰燧めて鍵設しょうとした陽含！琴

環｝ま数琢にわたって誰三三の蕨董の詳細猴顎料左蒋る寧は獣寒るし，ヌ所

要二水、三等の藷婆について｛う二丁穫簾三三に推定起行なう輩が可能容あ’る。

逢れらの資料箪の量的のも6）菰醗～＼て．．送水・專述く・配．駅噛・蟹・配冬、弛

餌ぱ又掲嶺程鹸后・理鈎に段計訟乗ろ、　これ・うについてぱ回田．ヒ充分な鱗

穫の計鱗式・誌像数が勿女の噺究看｛こよつ《醐らかにざ離ている，

　しかるに淳本桟：構本俸の設計につい《はどうであろうか〃’　例えば承

源中に2P．P、燃　の鉄が唇在し（居だ乙し求う。　今これ童職殊の除鉄左

’行なはづト通．潔の　Aし味猷　証順し＼た凝集丁丁にか1｝一たどする。透うす為乙

‘♪の蝿猛ではど’の稚度の除去が己r能琢のヌ三’多つか。　環・準的　Al欺1n　4）

臼gしCし貝a鰯O’Rによゐ勧果とゑつて6按下物・その他の梶蓼的蒙イ∫羊ゆ物

理的要棄辱が嚢蕨るために箇単に表擬しうる巴のさば行いがしかし乏の廟

勧さの程震すう一綴の設計葱には知り難い。　水道三会の慧蓬沖量設董甚

芝隼にしても除鉄の叢に70・3P・P・1n以上の転職含む水1まヂ過前に除鉱しな

けれ1～艶なりない”と訳．してあり方叛として曝気芝ζ澄《：んして匿るがその劾
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三等についての読載6なく双O，5P，P．祖などと．夢、う若千の墓・i拳量G＞e粋の

：蝪含iご於てすうも曝気が行なは：れた方が高いのカ＼。　又こ：の位さあ才！しば：鐙弟

のA！u轍　による）疑集斑三畷さ除：去されてしまう0）・ヴ＼知る由るない◇

この様な点がすべ《の固鷺に躇含まれて、＼ゐ、この様な向繧について瓜く資

料名集めて、墓準左談けるべき♂、そし《將来に於げる墓準ぱ現今の檬な物

から一歩嵐だ　”～のρPGceSS　は　～　　～　　とまり餌勿容正常
に塵転さ訊るならば．、・A項冒に｛〉い《ぱ、β策件の場台ぱどの位．C集件の

瘍台はどの位一一一一、　　8須闇について1ま一一一位．鶏の除去左行う率：が司辱能

沓あり、ヌ究成した・へPめOces3ぱよ記り程凄の劾累茎保証す皮きうので

なければ’ならない。ケ　とゑつた工含ジ〉物にンなる。　Zゑう事ぱ私の移であ

ろうか，

　この様に勿く、の蒙件に♂つて襲イぐして行く、個々の悶1題について高這の資料

と蕉るべき浩のま集領して行く〆右、こオ乳うの顧覆面訟乗るだけ・勿難解わ↑し

て5艮倉，）二品，斑澱，ヂ：過聾の各燥i1やの纂承織，揖茎解崩してよ二記『憂料の念

擾的整理・使附の根本線、起作り台理酌設計の墓盤狂作っ《行かなければなら

ない、

　今鍵の水豊｝謙の／研究は実務叡山主軸とする費あろう人々によって髪と．して

前看が、耕究桟渓に於けろ人馬によって鑑価し1（機惹4）者法が採うれ．綴着

は実用柱ある韓継継立て、前麹蝦料の蘂戒整綴三って車の瞬輪の菰に

綻一解藩老の抗心進んで行ったならば：慮からごみ将ラ雫に蛍《肥歩金壷的設計

芝の途かご囲力＼湿るものと場老．ら烈る．

以ぬの様沢蟹麹敏・て肇勧試味鏑し二品乞染め將朱その墓本棲穣

の解願に努力乞続げて行迂たいと．考勉モ（居る覇の一つの）縫集沌澱に於［ナゐ諸

両懸燕について盛樽て麩、大芳の監駄の薗：壌なる御歯導甥卸助毒芝得たいと

恩う、

　凝察｝曳澱の山程茎細分して疑ると〉畏含’凝二一編綴の三段階1（分｛プ《旛慮

る勤舩来よう乏の叡にρいて私の矯舖する新の噸乾書函し
て震うと、

！）混合湿程（図；λ1堺9Pγ・oce露お）

処理水唄芝の凝集剤（（ンhe糊cal＄）0）充分覆分敢切回並する爲めの商塵

撹群が迦澱題理の汐一段賭である・この運含と凝薬椥半（FエGcgωを

む10れ）が金く意昧の異ったご．つの耐過と．してi受け入れられたの｛；柔ごく畷
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．近の皐に卜すゐ。　この濃台の宏法としてぱ単に；承際の上琉歌に糞；呂茎踊下する

方蹟㌧ぬ下丘i貌・水乎丘寂による方厳等6承琉禽体の乱流凝含に期特す；うも

の，懸城比文無げ疋り，事業辱左利絹して瞬膚浸台左行なふδの’桟報撹様

（注》・乞拡歓齪ン：る乞用い之風な充の塔も含お）によるるあがある、が前半

の誇方式ぱCO燃pac七な設多ヤが不訂策であり外的象杵の裳イqこ鮒’すろ弾力

椎もケく（悪k・蕩台ぱ　伺GC鰍王（弐もiOηの冒的と兼ぬ合廣されて居る当る

あり）浸合の兜窪電期しがたい孝カミ蝋らかるあるため…耕設の場含には験フK痔

の短要職に彊1制覇含の叡宋づ水理鞍遣・寂国恥達示遣のく着にしぼられて永

多．　蹉水による力法ぱ充分落差の取耽ろ搬さう使用して（、る文例宣き力慮い

しこれに謁する研究冶ケ緑い林さあろ。　険7K硯象畠体ぱ水理糞壷にぱ良く

矩ら燕て房ワ叉姿：達した状饗ま相当1な汎な溌厳選イヒの場合も’尿　てろの酋動

力費≦ζ要さ：ぬ剥薙野左もカ＼んが老て免分の研究乞する価値があろう、桟亡魂

祥によう）昆台につい《薗’題となるのは、とこの杁な彩状・寸玖く池に姓して）

の翻糎逸どの位の痺転建凄尋反しと）’の打覆流さ：せるかと畝う薫、にある。初綴

の船遺物・ごが当匁幣趣ナオてば巽隙の糖葉軌盤塞穴としてもタ也幽良が翼と

共に配転逸窪じ橿酋蛭、勤乞生じない餐堰．台の野釣寛々しない。　消擬轍ガ・

擬知細濁こついて、ヌ湘麗板篶め補職凌置についても砺飛怠嚢し，塵続他

の場合の提灯瑚琉麟闘の類識汐拶薯となる。　もう5んこ愁いうの誌頑ぱ注入

蟻遜の椎状難字究分旛えに入れて検諭しなけれはこならない．

　この方面の研究は化馨工．孝の勇聯餐雪嶺広く躯、・扱ぱ煎て屡ウ昆るべ：き飯黒

さあみ赦容あわかう、よれら〔と学6ご」畝リi肖化1 ｵて意馬工尊の分野魯虫ゲして

発展さ辻て特《華が：｝願断魯あろう。

　票：京編∫の月＼属・幽玄e＜カくう勧一護この綬・含乏L畏く激しく、　（究ン盆イし）「ず’る率に．よ

り凝集・綻澱の劾累ぎ促蓬すると疑う博文左発差して懸るかぐ、実験が，∂．い

七egむer、車のξのだけさある愈愈際の場含と比秘する等｝ぱ困難詮あるが、

漫．含の晃盆’性の限彦：左追．銘する嵯要・茎弓量卸したもの目して）ま醤に価する発葛

容あちラ．蜘豹更絞流の姻（於て凝鄭池澱との粛塵に於℃齢の弦後

・爵隊’方教等乞驚発して行＼実鹸客引備中である・

　ぱたして　CoUQid　の電荷車和・化学延応が五の蔑合の新訂中K，終っ

てしまうるのカ＼。

叉零れり反愈の終点と澱！台の打甥点とに何容かの1熟鎌加あうもの拶’ううか。

》飴の原琿左舞：蝕して行乏だい・

（2）凝集　過．程（Fξ1（）CC怯La想Q俄PいQce窟£’）
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　証拠く∫潅（露台に丈って一嶽に分和≦れた藻話による肩OCの形戚・溜ト成が

”凝淑徳くF⊥oOc潟＆む髄）であ1畷當盛続的な壷霞の的雌七｝G飼こ

よクて盛行され参・　この心証ぱ1920．年以降初劫て廃品口分面して鎚集

て孝着に謎められ初めだ6ので、芝の機も産度な乱双と時商左面する過越で

あな払亥う柔な／ナは：邊解こ承て居だけれども理論射解覇・実i設計の台理化℃

云う点に至フて偉：更蓼べき：ものば無かった6

　凝集に蜀響ケゐ諸撃紮の内　P．日，溶辮粧　詣物1貢・添鵜凝集銅’凝集補

助剤’鳥脇物質乙その密話寵・葺ぐ　　Jar・↑敏～℃e砂　笈用いる喫験於可膚芝な

着のについてぽ、領詣の利園滋雨る面懸が現旛：すあ。しか・みに1昆倉の芳菰’

壷移出に噸する厳言言慧慮しだ研究室ヴ〈、巌計に齪属の蟹料口紐矯ずろ途

は塞がオしで：唇る、及え〕＼数の実験：例にして毛鷺料乞象次元化する事。ミ論難斥例

がタタ＼．ノ獅似率乙託分修訂訟羨る物力戚舞、い毒酒楓特って虚言毅計老4）｝に姻ぱ

難しい。

　せ証で向題左根案鮪に考を直して、攣なる一白例の幽幽と一してでば濠く、

蟻本訴原理起着慶して行き1その；墓の上に糧その疑轍・馬体ゑ的影こ蜘矯・集成し

て行く様方玖左株って行か産σ双ぼなる寒い。　乏の様にし《媚めてえられ

疋詣資料が実際の設計選転と短ぴっく。

　芝こで両玄となる最ナくのδのの一つ噂して．凝集操作の根似律乙してぱい

がなろ廟クや心知々率が砺究：の醤遍1イしのだめに飴」象しなる、手

　ノ
C哉拠P　によって提易き1れだ臼一va短eクα・T・Va1し乱e　ε原一種の

相似率であわが’ぱた，してど’の麓：霞の誕歯面匿1左画して居孫ξの緑のか、エ．ネ

ルギーの蕩衝量：が）疑集反応と単純直葎な粛｛系にあると一し《暮か離たα・T一

＞a諏eがぱだして種だの事件てで趨切な6むか？　　畏含1こよフて生じた

一）運試晶が，拡叡・混流によ～ノニ次兼ぎ合の予ユoc〃）型と歳って行く、物理量’

化辱的蔑化左当諭して八による　1rしteいηδまW研、k，　報恵雨魔軍，と．磁

心がどんな肉係亥膚して居る6のさあろうカ＼、　と謡う謙薫、茎穫々の条件玉

・種ぐの£C稲上e．種々のF工QOG嫉工a七G｝う哀霜いて金遣1を進めて行か・なけ

ればならない，

　：アa｝（　T－e55七el一　箸・によって言言の籔壷量ぱ決窟璽宗参と一して1多　．

f工oGの生長グ）↑照e十（父。℃OP　について考察左行なう方威は：i愛撫麦で何

薯講じら）れて艦ない。　　そこで凝集の工禽：乞電気的方面辱’起甲いだ或る

湧deX（CQ罰dししCもaη（こe等）童急いて遮癒し進んζ・蛭鉱の定規とする祢．

な方法嬉についても奨験起加住たいひ

　扇面の桟載的（身重）撹祥ばいか杯．にしても冠徳L流をまぬがれ難iい輪留ゲ
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；φゐ畢かう・気腰文によう機祥に？い之老軌果経済の繭面よゾ瓜実客が芝《

毘た㌧、と．思う　。

　叉Accelξzto戸馨の，嫉本誌理の一つ：茎茶成していみぞIOG　の再礪環、の

向顯について群論夜研究が未だ腰嘩な祢であわ。

　反F工OCC唄a切O憤の張覆左殿綬1二落して凝集射創こざせて行く気陽含、そ

の残霞の減票の程蔑’方菰・磁北躊の書画等疎画正して行く”SむeP鋭い

OC“玉d，匂Gγ丸γとで・も：亥ラベざもののr嫉leは歎だ’禾確立．であり亮分の’研究

託加老て竹ク＼なげれば’葱ら意い、

〔3〕鉱嘱瞳程（£edhηe紬α七ioτ筏’P｝・Gces鑑）

　近羨沈磯池の含浸鮪誤計が翫ばれ．日∂ze？L　Cα穎P，C6しPPe耳払eγ㌧～ヨpe’r

de俄，DObb凍5、含味1尋々によフて冤るくごき選歩が踵げ’られて隊屠るが永

だ一歩の羅があ蓼。

　そσ）一つ乙して琶曳GCの斑澱速葭暑：に激する埴がその金焼の糎雑…な毒から

箇単な表・損，で表は’し樽ず衣麟単癒灯心一の方叛も得のれ’（壱ない孝は鍛汐敬’命

鮒な須かんであり、前盛の凝集の項の研究と一も堀まって蛇概して行く、軽爆C

の動向乞澄量的に表：はす実験ぢ歎猛確立する奉が短く事の公乗、ぬ麺i務である。

　父撞鰍賦薦運賃集漉搬嚢量（工向城式疲澱禰）の滋現ぱ上フK’蓮界の一六隆

歩の…つと岩薫る率が謀衆ようが、眠犬な短緒画名議しな斌ら非常に良疹茸

戒1績左あ1，｝る乙菰ぱ才（る）剥ヒ桟構についてぱ乗だ確たる廻論的解姻の参るの

乞きがず．　P怯1e　Qヤ　七ht刀nbによる印募ぎ髪1丁る。　これらの永流

）ズ聴・浄化織’磁葺の研究左行い解朗ぎ施づ『挙によってさうに一段と為）欠の装

蜜之の確畷乞纏えウ肌よう。

　ヌC、○唱V奄γ比10㍗へ包L　なメ文卑凝訳甘雨池に企てる斥羅庚の分‘郷は非尊に

移い、尋イゆ峰の麟藝が淑iノ釧，ゆ燕一徹の理工的瀦読う淋《諾るが内部

に於げ為乱琉の原隠伏墜iのd卜a嘗　によるるのよリ猷むしう胤入の犠況糧よ

るみの顔太鴛憾乙聴えうれ乱飢〃）減震が重太な要秦となみ孝左藩之含はせ牲

ば，在系の理論な廊ど・iすなく琉入口の影響起秘めての乱れ茎態鬼てギイ文のが

正射であり　流八の乱立の芝凧表1て衛すろ邊論的研嘱ぱ漿要なものぞ掲や。

　池内のke脚過1齢叡が！融ea｝・づhηeη刷。nに釜照起取フて畷忌

数以ヒであ乃から×玖って単純に赤菅．小組内跡禽Reソ3、O昆》数4）場合と

同祢・柊構の乱癒霞があみとし’て良い6のだ’ろう’ク＼、　叛八rコと．の函係、仁よゐ

乱流農が卓越して庵る池（特に痢学・部で）ごilγ紀ah　dlmeγに！Gηとして

3飛入〔玉よりの距蔑芝ζと，クだReメり101d銀　数の方が：価値．があなのでぱ息い避
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集うと、と。多、つた向題6ヌ・研究匁薯すろ。

　愚詠流4）窪滋として上水の斑漁網でな流入永とセ内調斥の水温差によ’るもの

が主と彦之られて簡だが攣看バ測窪之行クた例によると．普璽戴餅（IO㌦i5。）

獲霞の場合に於て乙厳斑澱水ぱ礪1（＝琉廠込一お傾尚の相慰留い孝・わ蘭誕・めゆれ

塊澱池経鼻よ慈韓乞町立なば’なしうなし＼。▽

　ヌ塾！内の水流状態左．調べ：るためにFレ・○賦d　数乞同じ回しだ地費実鹸：左行

灘うのが可乙ざ水て居たけ；れどる．～ヨ（恩！e　DOW憤　の葦果現今までに報

毒されて爆づ採な奨験池では澱eソ領01噸数i説流との降器恒乞1まるか

に下まぱりすでに　救｝絹㌃鳳｝ハ　と，なゲ（騰る難左惣えると．巽際の蛇乙流

〉兄が興って張：て居ろ肇乞態麦ねぱ’なうす・（警城塾瞬禽／蓮誠購騰瞬・唐1り必債

ボ蔓って藁診と恩ばれ民奪じ（込分・濤嶺汐べ廷縮県択僻られるがどうか＼相

似率鳳βC6Ue巳デ予eo七　の両着笈禿分検討し¶ぐ乳なく《はならない。

　ヌ地内のBo怯れdaめyしαソe粋の発蹉の住1；1∫も蔭量：勧解に穴恥く作用し三

把羅葭の池で80％が堺られる叢欠程葭魯ぱないか乙亥ラ拳が試鼻起以る、

蓮“寸激・形状もΣの値に大廷く潔いて遮る象かう．麺の儀芝葺乞う矢ぬる要

素の一つとして境堺、層の発寒の何方も懇差に入殺庶げれば合う重い．

　叉滅澱弛の寸滅鑑決定する璽蝶蝿の一つしし蔑隈界洗騰雑話の樹懸がある

が．薬笛駝綴〉也に於ける盧の寵毒物の状況瞭石州の敵れと1：窪異ゾC＆構P　に

欲って菰芝承疋冴川の式の魂形に、よるものξご甑正当に．表1ましうるもの1と．ぱ玖

いノブ献’。　ぞこには〉硬の薬毒舞次々の譲：環．ぐ劇まさ：れる縁な諺要藁が奮作用

し’（いる之．壕変り肌う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　新点一一ナ（÷÷・聖守虜誘一）

　　wheヒ、e

　　　τ○：擶暴力、　　31粒各の鍛農　　　80：ズくの残暖

　　　D　二粒子の釜　　9二重力4）加逮塵　　ソ2勧粘桟回数

　　　〆　：乱流の変動鑓度　，▽：水踏の平均流麗

．　　入　：況れの大きさを表1ます数

　一毅の掃筆力公雀ぱ主薬右辺力二須以下を傲ケニ嘆として堆芝」こ．入れ釣凝正

孫数に入れそ濯）げ容工廠よ＝箸匝の取報「しして｝σr川の杯な場含に1ぱ誕舞うれよ

う魏またしてレ下水の海澱弛に6そのまま豚・て認V6の乏噺ろ’うが，魂

三物が融く、その見かげの比．重が本に参巨常に近いと．玖う率に特別の意簸が薦

老．ら氷ねぱ’なるまいゼ　叉曝者毒手ぱ海綿）沈組し蓬笈’なして居みと惹宅ら爪
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るので、苅メ1の杯な圃体薫体’毯のばつきゾ金かれて居る孫な永、平漸断力皇主

としたものではなく．固・俸．三体馨のばつ廷ゾせぬ圧騒過程よ二にある部分か

ら水の襲動撹乱によ。て怪動すうもの6渇置》（，項、矛畷頂が鹸乞璽要な要

察として彦え1ねはこなうない。

　ヌ洩澱池内横：造物に：ついても，研究・ぎ続1ずて后く、つもり容ある。
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